
「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」の開催状況について  

く平成18年度開催実績〉  

01月14日（日）千葉県（千葉県がんセンター）  

02月28日（日）高知県（高知大学医学部附属病院）  

03月 8日（木）宮城県（宮城県立がんセンター）  

03月17日（日）長野県（長野県松本勤労者福祉センター）  

03月24日（日）群馬県（群馬大学医学部）  

く平成19年度〉  

05月26日（土）福井県（福井県立病院）  

07月1日（日）岐阜県（岐阜大学医学部）予定  

07月14日（土）長崎県（長崎大学医学部）予定  

07月29日（日）大阪府（エルおおさか）予定  

※以後、広島県は秋頃、石川県は年度後半の開催を検討しているとのこと。  
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千葉県における「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」  

千葉県におけるがん情報サービス向上に向けた地域懇話会の概要  

■開催日時   

開催日：2007年01月14日（日）  

開催時間：13：00～15：00  

＋会場   

千葉県がんセンター 外来ホール  

■参加者数   

145名  

■懇話会概要   

一 挨拶  

千葉県堂本知事   

加藤抱－（国立がんセンターがん対策情報センターセンター長）  

■ 講演  

1．がん対策情報センターが行うがん情報サービスについて（PDF）   

（国立がんセンターがん対策情報センター長補佐 若尾文彦）   

2．千葉県のがん対策について（PDF）   

（千葉県健康福祉部疾病対策課長 木村正人）   

3・千葉県がん診療連携拠点病院を中心としたがん医療の取り組みについて（PDn   

（千葉県がんセンター長 竜崇正）  

・患者、家族、住民、医療従事者等との意見交換、質疑応答等  

国立がんセンターや千葉県関係者に対して、患者・家族の方などからの質問や要望が寄せ   

られ、活発な意見交換が行われました。  
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■意早交換・質疑応答における主な意見等   

・夜間の相談などについて検討して欲しい。  

・「がん」という病名を変更できないか。（死というイメージが強い）  

・他の病気と比べ医療責が高い。何らかの支援制度がほしい。  

・がん診療連携拠点病院という名称より、患者はがんが治る病院を希望している。  

・民間療法に関する情報が欲しい。（効く効かないをはっきりさせてほしい。）  

・がん診療連携拠点病院へのアクセスが悪いところもある。  

・がん診療連携拠点病院と地域の医療機関との格差を感じる。もっと連携してほしい。  

＝小児のがん（神経芽腫など）にもっと目を向けて欲しい。  

－「がん」は治る病気であることも周知すべきでは。  

・診療ガイドラインをもっと医療従事者に周知してほしい。  
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高知県における「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」  

高知県におけるがん情報サービス向上に向けた地域懇話会の概要  

■開催日時   

開催日：2007年02月28日（日）  

開催時間：13：00～16：00  

■会場   

高知大学医学部附属病院外来玄関ホール  

■参加者数   

約210名  

t懇話会概要   

・挨拶  

高知県知事（代読 健康福祉部長 畠中伸介）   

加藤抱－（国立がんセンターがん対策情報センターセンター長）   

倉本秋（高知大学医学部附属病院長）  

脚こついて（PDF）  
（国立がんセンターがん対策情報センター長補佐 若尾文彦）   

基盤具におけるがん対策の取組について（PDF）  

（高知県健康福祉部健康づくり課長 片岡隆策）  

2．  

3． がん診療連携拠点病院を中心としたがん医療の取組について  

脚小林道也）（PDF）  
（高知医療センター がんセンター長 森田荘二郎）（PDF）  

・患者、家族、住民、医療従事者等との意見交換、質疑応答等  

国立がんセンターや高知県関係者に対して、患者・家族の方などからの質問や要望が寄せ   

られ、活発な意見交換が行われました。  
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■意見交換・質疑応答における主な意見等   

・早期発見・早期治療体制の確立。（気軽に受けられる体制が必要。）  

・治療糞が高いので支援制度がほしい。  

・法律に基づいた基本計画策定をしっかりやってほしい。  

・情報提供サービスが充実するのは良いが、患者がいろいろ知りすぎてしまう弊害はないのか。  

■数十年前は、「がん」で死んでも死亡診断書の病名は「がん」でないことがあり、「がん」で死亡   

している数は正確に把握できていないのではないのか。  
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宮城県における「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」  

宮城県におけるがん情報サービス向上に向けた地域懇話会の概要  

■開催日時   

開催日：2007年03月08日（木）  

開催時間：13：30～15：30  

■会場   

宮城県立がんセンター1階 大会議室（宮城県名取市愛鳥塩辛宇野田山47－1）  

■参加者数   

107名  

■懇話会概要   

・挨拶  

福田治彦（国立がんセンターがん対策情報センター臨床試験・診療支援部長）   

桑原正明（宮城県立がんセンター総長）  

t 講演  

1．がん対策情報センターが行うがん情報サービスについて（PDF）   

（国立がんセンターがん対策情報センター長補佐 若尾文彦）   

2．宮城県におけるがん対策の取組みについて（PDn   

（宮城県健康福祉部健康対策課長 佐々木清司）   

3．都道府県がん診療連携拠点病院に指定された東北大学病院の取組み（PDF）   

（国立大学法人東北大学病院がんセンター長 山田章吾）   

4．地域における研修交流の実態～宮城県の取組み～（PDF）   

（宮城県立がんセンター院長 西條茂）  

・患者、家族、住民、医療従事者等との意見交換、質疑応答等  

宮城県関係者、国立がんセンター、宮城県立がんセンター、東北大学病院などに対して、患  
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者・家族の方などからの質問や要望が寄せられ、活発な意見交換が行われました。  

■意見交換・質疑応答における主な意見等   

一地域がん診療連携拠点病院では、患者さんのためにどのようなことをできるか。  

・開業医の在宅ケアは不十分だが、県からバックアップをしてもらえないか。  

・家族や患者が集ったりホッとしたりできる場所を、病院内に作ってほしい。  

・地域の病院の情報をどこで知ったらいいのか。  

・卵巣がんを早期発見できる検診をしてほしい。  

・放射線治療の回数はどのようにして決まるのか。  

■免疫療法というのはどういうものか。  
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長野県における「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」  

長野県におけるがん情報サービス向上に向けた地域懇話会の概要  

■開催日時   

開催日：2007年03月17日（土）  

開催時間：13：30～17：15  

■会場   

長野県松本勤労者福祉センター1階大会議室（長野県松本市中央4丁目7番26号）  

■参加者数   

約180名  

■懇話会概要   

・挨拶  

勝山努（信州大学医学部付属病院長）   

外山千也（国立がんセンター運営局長）   

渡辺庸子（長野県衛生部長）  

・講演  

1・がん対策情報センターが行うがん情報サービスlこついて（PDF）  

（国立がんセンターがん対策情報センター長補佐若尾文彦）   

2・長野県におけるがん対策の取組について（PP員  

（長野県衛生部医療政策課 原正彦）   

3・がん診療連携拠点病院を中心としたがん医療の取組について（PDF準備中）  

（信州大学医学部付属病院）  

（がん総合医療センター臨床腫癌部部長藤森実）  

（内視鏡診療部副部長 赤松泰次）  

（呼吸器・感染症内科講師 小泉知展）  

（産婦人科助教授 塩沢丹里）  
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一恵者、家族、住民、医療従事者等との意見交換、質疑応答等   

国立がんセンター、信州大学付属病院、長野県関係者に対して、患者・家族の方などからの   

質問や要望が寄せられ、活発な意見交換が行われました。  

■意見交換・質疑応答における主な意見等   

・情報提供体制、診療ガイドライン、緩和ケアなどに関する、がん診療連携拠点病院への要望が   

あった。  

・がん登録を含めがん対策全体について、県がもっと主体的に動いてほしい。  

一発がん物質などについても、情報提供してほしい。  

・新しい治療についてさらに開発してほしい。  

・若年女性のがん検診の啓蒙活動をしてほしい。  

・診療の際に、医療真の目安を示してほしい。  

t今後は、西洋医学だけでなく統合医療についても情報がほしい。  

・診療ガイドラインをさらに医療従事者へ周知してほしい。  
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群馬県における「がん情報サービス向上に向けた地域懇話会」   

群馬県におけるがん情報サービス向上に向けた地域懇話会の概要  

■開催日時   

開催日：2007年03月24日（土）  

開催時間：15：00～16：30  

■会場   

群馬大学医学部 基礎第一講堂（前橋市昭和町三丁目39－22）  

■参加者数   

220名  

■懇話会概要   

・挨拶  

森下靖放（群馬大学医学部付属病院院長）  

福島金夫（群馬県理事（健康福祉局長））  

垣添忠生（国立がんセンター総長）  

・講演  

司会 群馬大学医学部付属病院副院長森川昭虞  

群馬県立がんセンター院長   澤田俊夫  

群馬県のがんの現状とがん対策（PDF）   

（群馬県健康福祉局保健予防課長 真鍋重夫）  

1．  

患者が望むがん情報について（発表資料なし）  

（NPO法人日本患者団体協議会代表 山崎文昭）  

2．  

がんの体験談（PDF）  

（群馬県あけぼの会群罵県支部代表 本田樟子）  

3．  
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4．   がん対策情報センターが行うがん情報サービスについて（PD口  

（国立がんセンターがん対策情報センター長補佐 若尾文彦）  

t 患者、家族、住民、医療従事者等との意見交換、質疑応答等  

群馬県関係者、国立がんセンター、群馬大学医学部付属病院などに対して、患者・家族の方   

などからの質問や要望が寄せられ、活発な意見交換が行われました。  

■意見交換・質疑応答における主な意見等   

一県のがん対策基本計画の策定にあたっては、患者等の声をどのように反映させるのか  

・胃がんの内視鏡手術（腹腔鏡手術）のような最新の治療をどんどん進めるべきではないのか  

・重粒子線治療施設とは  

・県のタバコ対策はどこまで進んでいるのか  

・緩和ケア病棟が足りないが、がん対策をより一層進めるため、病床規制も再考すべきではない   

か   

・この検診をやっておけば安心というものがあるのか  
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相談支援センターコミュニケーションシステム  
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拇示板  

訂鱒仰更新通知を設定する  
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肪り〉掲示板  

掲示板  
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囁拠二±〉がん診療連携拠点病院＞和ま支横の資料について・ぴ  ⊂＝＝＝コ巨柳旺紐塩基  

打鴻示開始待ち  
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カイルtp 敲畦〉 衰売世〉 お熟読り也〉 ツール呼 ヘルプ喝）  

相護支援センターを始めるための100冊  

す変更する馳添付ファイ也二畳1熟再利用する賊ファイルに出力する 申削除する  くく前へ1迭仝之と  

更■iil知を解除すも  

カテゴリ ：相談支援の資‡斗に罰1て  

差出人 ：呆茨城県立中央病院■茨城県地域がんセンター相談支援センター2007／6／13（水）1884  

最終更新者‥ 呈茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター相談支援センター2007／6／柑（水）18■34  
指示期間 ：期間手掛し   

どうしてもお如意を借りたいことがあります。  
皆さんのところで、相談業務をするために活用している書籍、テキストなどを  
敢えてもらえませんか。「相談支援センターを始めるための100冊」みたい  
な感じです。よろしくお願い致します。   

フォ口■－・  

◎テキスト0書式編集  

∴
 
 

㈲  

彗汚‾ l了郡こ「‥ウ＃ l 

3‥貴書城県立がんセンターなんでも医療相談2007／6／13（水）1886  

情報頂ありがとうこざいます。  
まだまだ情報不足・経験不測で参考になる情報が履いのが現状です。  
お求めになっている書籍にほならないと思いますが、払が現在参考にしている貸料で使いやすい資料をお送りします。  
今後ともよもよろしくお願いいたします。   

がんの症状マネジメントの実際 ターミナルケア編集費鼻会／編 三輪書店   
臨床看護2M 特集1がん患者の生活を支撰するQ＆A 特集2患者の∝Lを考える ヘルス出版 V乱32．M．2   

2‥最北海道がんセンターがん相談支援情報室2∞7／6ハ3（水）柑罰   

F市民のためのがん治療の会』でほ1月27日に神戸で本年度第1回目の講演会を開催しましたが、  
その時に推薦図書として配布した資料を和Fに落としてお送りします。  
患者会が抗がんM例のような状況の中で、放射線治療を理経してもらうための活動をしている唯一一の市民団体です。こ参考までにお送り  
します。なお興味があれば、当会の情幸剛まホームページを見て下さい。今までの会報も全て閲覧できます。会幸Ⅰ紆）通巻7号でほ垣漆総長から  
巻頭言を丁軋1ています。  
なお、がんセンターの情報室の推薦国書も国立がんセンターの先生達が善かれた本が多くすこし偏重している感があります。石倉先生わ唱己属 一 
されていても放射線治療の情幸尉ま非常にpoorであるという現実がありますので、よろしくお願いします。一冊連ふとしたら、市民向けに書い  
た私のトHく出版のー放射線治療医の本音一が読みやすいと思います。（推薦図書．pがを津村）  
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国がん 大似です。   
参考になるかどうかわかりませんが、患者図書室（情報プラザ「つきじ」）の書籍   
のリストです。一部ですが、お薦めの本を遺びました。（相談支援センター用．xIsを添付）  

滅相談支援センター用．x主旦（appl⊥catlon／vnd．ms－eXCel）戯＿76K8  
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